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１．はじめに








































































































































































































































































































































































































































































































 （1973 年、1977 年、1981 年国際会議でも同様の決
議あり）



































 1963 年　第 27 回連盟理事会における日赤の提案






























































回目となる 2011 年には、広島・長崎の被爆 65 周年
を記念するという意味で「広島の遺産：核兵器のな
い世界」というテーマで、広島市にて開催された。










































セッツ州ソマービルにある。2012 年 8 月の広島で
の第 20 回世界大会は日本で 23 年ぶりの開催となっ
た。
ⅻ CHARP（チェルノブイリ人道支援プログラム）




















であり、毎年約 10 万人を対象に実施。2016 年まで
継続を予定している。このほか、放射能汚染に関連
するストレスや不安解消のための心理社会ケアサー
ビスを提供したり、高い放射能汚染を受けた地域に
居住する子どもを対象に、免疫力を高めるための総
合ビタミン剤を配布したりしている。2011 年から
は新たに女性に対する乳癌検診を併せて実施。放射
能汚染による差別が関係住民の健康に影響を及ぼし
ていること、それによって過疎となった農村・僻地
への最低限の医療サービスの提供という観点から、
甲状腺癌以外の検査も開始している。
